
チ
リ
の
鮭
の
養
殖
（
そ
の
三
） 
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チ
リ
産
鮭
の
三
回
目
で
あ
る
。
こ
の
件
は
ス
ー
パ
ー
で
チ
リ
産
の
鮭
を
よ
く
見
か
け
た
こ
と
か
ら
関
心

を
持
っ
た
。
チ
リ
産
は
抗
生
物
質
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
の
で
、
買
わ
な
い
方
が
良
い
と
の
巷
の
噂
が
頭
に

入
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
か
つ
て
南
半
球
に
鮭
は
い
な
か
っ
た
な
ど
で
、
少
し
関
連
資
料
を
調
べ
た
。 

  

チ
リ
の
鮭
の
養
殖
事
業
は
一
九
七
八
年
に
最
初
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
順
調
に
拡
大
発
展
し
、
二
〇

一
四
年
の
デ
ー
タ
で
、
世
界
の
養
殖
鮭
の
生
産
国
は
ノ
ル
ウ
エ
ー
が
一
位
、
チ
リ
が
二
位
で
、
こ
れ
で
世

界
の
七
割
を
占
め
、
そ
し
て
、
日
本
で
の
消
費
量
の
四
割
が
チ
リ
産
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
、
二
〇
一
六

年
の
記
事
で
、
チ
リ
南
部
で
赤
潮
が
広
範
囲
に
発
生
し
、
大
量
に
鮭
が
死
ん
だ
。
赤
潮
の
原
因
は
エ
ル
ニ

ー
ニ
ヨ
現
象
に
よ
る
と
い
う
記
事
と
、
同
時
に
養
殖
時
使
わ
れ
餌
の
管
理
の
甘
さ
や
、
死
ん
だ
鮭
の
海
洋

投
棄
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
赤
潮
対
策
に
対
し
て
日
本
の
広
島
大
学
と
チ
リ
の
ラ
フ
ロ
テ
ラ
大
学
等

が
共
同
で
Ｊ
Ｓ
Ｔ
の
支
援
を
受
け
、
研
究
活
動
を
現
在
も
行
っ
て
い
る
。
北
海
道
で
も
今
年
の
鮭
の
不
漁

は
赤
潮
が
原
因
と
言
わ
れ
て
い
る
。
食
の
安
全
の
観
点
か
ら
、
現
地
事
業
者
の
ニ
ッ
ス
イ
に
問
い
合
わ
せ

た
ら
、
出
荷
前
の
養
殖
魚
に
残
留
薬
剤
検
査
を
実
施
し
て
お
り
、
基
準
値
以
下
を
確
認
し
、
薬
剤
残
留
が

あ
る
場
合
は
水
揚
げ
不
可
の
厳
格
な
管
理
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
農
水
省
か
ら
は
、
海
外
の
事
情
は

不
明
だ
が
、
国
内
に
入
る
所
で
厳
格
な
検
査
を
実
施
し
て
い
る
と
知
ら
さ
れ
た
。 

 

前
二
回
に
書
い
た
よ
う
に
、
こ
と
の
始
ま
り
は
一
九
七
八
年
北
海
道
の
養
殖
技
術
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援

で
、
日
本
と
チ
リ
の
水
産
庁
を
通
じ
て
移
転
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
参
考
文
献
の
中
に
、
二
〇
〇
一

年
に
日
本
で
開
か
れ
た
チ
リ
経
済
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
で
チ
リ
側
出
席
者
の
経
済
学
者
が
サ
ケ
輸
出
の
急

拡
大
事
情
を
発
表
し
た
。
し
か
し
、
鮭
養
殖
の
初
期
に
日
本
の
協
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。 

こ
れ
に
シ
ョ
ッ
ク
を
覚
え
、
文
献
の
著
者
は
チ
リ
養
殖
の
事
始
め
を
著
書
に
記
述
し
た
と
の
こ
と
。 

  

我
々
も
、
十
和
田
湖
の
マ
ス
か
ら
和
井
内
貞
行
の
こ
と
、
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
、
高
柳
健
次
郎
や
、
八

木
秀
次
の
こ
と
を
思
い
出
す
人
は
ど
の
く
ら
い
い
る
だ
ろ
う
か
。 

   

参
考
文
献
：
細
野
昭
雄
「
南
米
チ
リ
を
サ
ケ
輸
出
大
国
に
変
え
た
日
本
人
た
ち
」 
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